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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ できなかった

こんな工夫をしています。 

こんな変化が見られます 

 

第２ 回「ノーテレビ・ノーゲームウィーク」 結果報告 

                                   

 

 

 

 

                                                          

 パーフェクト賞（テレビ・ゲームの時間を１時間以内で、１週間がんばりぬいた人）が、こん

なにたくさん出て、うれしいかぎりです。１１月３０日～１２月６日までの１週間は、きっと

いつもと違う家族団欒の時間を過ごせたのでしょうね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊何事にもゆっくり時間がとれて、子どもと向き合えたの

でよかったです。がんばっている姿を毎日見れてうれしか

ったです。 

 

＊なかなか制限時間は守れませんでした。テレビから多く

の情報を得ている今、とても不自由に感じました。 

 だからこそ、今一度けじめのある生活を心がけたいと思いました。 

 

＊ゲームとテレビは、よくがまんしていたと思います。何もしない時は、家族の会話、妹と遊

ぶ姿が見られました。テレビ・ゲームがついていると、神経を集中していないことがよくわか

ります。何もついていないと静かで、家族みんな気持ちも穏やかなような感じがしました。 

 

＊テレビのかわりに、本を読んだりブロックを作ったり

して過ごせました。  

＊図書館から本をたくさん借りておきました。 

＊テレビのスイッチに手がいくと、「今日はノーテレビデー」と家族みんなが注意しあいました。 

＊食事の時間を早くすることで、その後子どもとのおしゃべりがたくさん楽しめました。 

 

 

 

 

 

  

第２回 ノーテレビ・ノーゲームウィーク 

  ｉｎ 布引小学校 

☆レベルＡ １日テレビを見ない、ゲームをしない 

☆レベルＢ テレビ・ゲームは１日１時間まで 

☆レベルＣ 夜９時以降はテレビを見ない、ゲームをしない 

☆レベルＤ 食事中はテレビを消す 

⁹╠ᾛἶ  
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 わずか１週間のチャレンジで、レベルＡ・

レベルＢを達成したのべ日数は１１９９日

にもなりました。 

ちょっと意識するだけで、貴重な時間を生

み出すことできます。時間の余裕は心にゆと

りを持たせ、充実した毎日を送ることにつな

がるのではないでしょうか。 

今回で２回目のチャレンジでしたが、いかがだったでしょうか。取り組みはとても効果的

だと好評をいただきましたが、回を重ねることでマンネリ化も懸念されます。 

 本来、チャレンジ期間だけの取り組みではなく、日常的な生活習慣として各家庭で確立し

ていきたいものです。ノーテレビ・ノーゲームウィークの本来の目的を考えていただき、冬

休み中も各家庭で取り組んでいただければ幸いです。 

【意識の高まり】 

・ゲームは１時間までが定着しました。 

・だらだらテレビを見なくなりました。 

・「ゲームのしすぎはいけない」という認識がで

きつつあります。 

・「これからは、見たい番組があるときだけテレ

ビをつけるわ。」 

・見たい番組が終わると、すぐに消す習慣がつき

ました。 

・決めた時間には必ずやめるようになりました。 

・ゲームをする時は必ず宿題をしてから、「やっ

てもいい？」と聞くようになりました。 

・子どもが、テレビ・ゲームから離れて生活しよ

うという気持ちが高まってきています。 

【自分で考える】 

・見たい番組を選んで、時間を決めて見

ることができる日が増えてきました。 

・テレビ・ゲームをする前に、考えてか

ら行動できるようになりました。 

・ゲームの時間を考えるようになりまし

た。 

・時間を気にするようになりました。 

・時計を見るようになりました。 

 
【学習や活動の広がり】 

・図書館で本を借りてきて読むようにな

りました。 

・自主勉強の時間が増えました。 

・ＴＶ欄を見るついでに、他の記事を読

むなど新聞を読むようになりました。 

 


